
覆
霧
鍵
の
躾
勲
黛
表
彰
　
・
　
6
・
7

　
濾
雛
灘
の
羅
鎌
投
蒙
　
　
　
8

　
　
編
第
驚
園
露
叢
羅
震
澱
叢
者

　
　
罵
議
錘
の
…
器
綴
聾
　
　
　
鱒
o
・
閣

　
　
賑
灘
鋼
欝
獅
縫
簿
　
　
　
鍵
・
隠

9
●

　　　　　徽

　　　　擁

　　　擁
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　霧叛
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灘
灘
魏
羅

　
　
　
　
　
灘
■

　
　
　
　
　
難
灘
．

　
　
　
　
　
．
議

　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
鰯

　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
鰐

　
　
　
　
　
　
難

　　灘
　繋薩蕪

響

鱗

　磯
麗

無

　雛騒麟
鰯

　　　　　　　　鶴　　　　　　　購蕪

　　　　　譲

　　灘雛
，灘

　
市
の
人
口
に
占
め
る
6
5
歳
以
上
の
人

口
の
割
合
を
高
齢
化
率
と
言
い
ま
す
。

市
の
高
齢
化
率
は
、
今
年
の
4
月
1
日

現
在
で
1
9
・
7
％
で
す
。

　
在
宅
福
祉
の
3
本
柱
と
言
わ
れ
て
い

る
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
i
」
「
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」
の
利
用
も
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
国
の
ゴ

ー
ル
ド
プ
ラ
ン
や
県
の
新
社
会
福
祉
計

画
等
の
方
向
性
を
確
認
し
な
が
ら
、
十

日
町
市
保
健
医
療
福
祉
総
合
計
画
に
基

づ
い
て
施
設
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
者
と
障
害
者
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
特
集
し
ま

す
。

醐



鱗
鞍
霧
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灘

　　　　　　灘

　　　　論％陽

　
市
で
は
、
在
宅
で
お
年
寄
り
を
介
護

し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
お
年
寄
り

が
家
庭
で
安
心
し
た
生
活
を
送
り
、
ま

た
介
護
す
る
人
を
支
援
す
る
た
め
に
、

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

會
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

　
　
　
　
　
　
派
遣
事
業

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
宅
を
訪
問
し

て
、
食
事
や
排
泄
、
入
浴
な
ど
の
介
護

や
、
調
理
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
、
介
護
に

関
す
る
相
談
、
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
利
用
料
は
、
生
計
中
心
者
の
所
得
税

額
に
応
じ
て
、
1
時
間
当
た
り
無
料
か

ら
最
高
9
1
0
円
ま
で
6
段
階
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

會
短
期
入
所

　
　
　
，
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　
介
護
を
す
る
人
が
病
気
、
事
故
、
冠

婚
葬
祭
、
旅
行
、
休
養
な
ど
で
一
時
的

に
家
庭
内
で
の
介
護
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
に
、
老
人
ホ
ー
ム
が
介
護
者
に

代
わ
っ
て
お
年
寄
り
の
お
世
話
を
し
ま

す
。　

期
間
は
、
1
回
当
た
り
7
日
以
内
で

す
。
た
だ
し
、
や
む
を
え
な
い
場
合
は

延
長
が
で
き
ま
す
。

■
対
象
施
設

〈
三
好
園
〉

　
▼
対
象
者
　
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の

　
　
人

　
▼
利
用
料
　
1
日
当
た
り
2
、
1
2

　
　
0
円

　
▼
手
続
き
　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

　
　
券
に
よ
り
、
直
接
三
好
園
に
申
し

　
　
込
ん
で
く
だ
さ
い

〈
妻
有
荘
〉

　
▼
対
象
者
　
一
人
で
用
の
足
り
る
虚

　
　
弱
老
人

　
▼
利
用
料
　
1
日
当
た
り
ー
、
6
4

　
　
0
円

會
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
）

　
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
、
体
が
虚
弱
な

お
年
寄
り
を
、
バ
ス
で
送
迎
し
、
日
中

施
設
で
お
世
話
し
て
、
入
浴
、
給
食
、

日
常
動
作
訓
練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。

■
対
象
施
設

〈
三
好
園
〉

　
▼
対
象
者
　
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の

　
　
人
（
吉
田
地
区
を
除
く
）

　
▼
利
用
料
　
－
日
当
た
り
ー
、
1
0

　
　
0
円

〈
平
成
園
〉

　
▼
対
象
者
　
一
人
で
用
の
足
り
る
虚

　
　
弱
老
人

　
▼
利
用
料
　
1
日
当
た
り
5
0
0
円

〈
フ
ァ
ミ
ー
ル
川
西
〉

　
▼
対
象
者
　
吉
田
地
区
の
寝
た
き
り

　
　
や
痴
呆
性
の
人

　
▼
利
用
料
　
1
日
当
た
り
ー
、
0
5

　
　
0
円

會
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

　
　
日
常
生
活
支
援
事
業

　
　
　
（
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
）

　
寝
た
き
り
の
人
を
対
象
に
、
移
動
入

　
　
　
．

　
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
所
属
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
i
2
9
人
は
、
現
在
5
つ

の
チ
ー
ム
に
班
編
成
さ
れ
、
市
内
全
域

を
対
象
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、

高
齢
者
や
、
障
害
者
の
多
様
な
二
ー
ズ

に
対
応
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
適
切
に
提
供
す
る
た
め
、
ほ
か
の
関

係
機
関
（
保
健
、
医
療
等
）
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。
そ

の
調
整
役
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担

う
の
が
チ
ー
ム
の
チ
ー
フ
ヘ
ル
パ
ー
で

す
。　

各
地
区
担
当
の
チ
ー
フ
ヘ
ル
パ
ー
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
写
真
右
か
ら
）

　
■
川
治
・
六
箇
・
水
沢
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
沢
愛
子

　
■
十
日
町
地
区
A
　
　
徳
永
博
子

　
■
十
日
町
地
区
B
　
　
葉
葺
恵
子

　
■
吉
田
地
区
　
　
　
　
庭
野
春
子

　
■
中
条
・
下
条
地
区
　
阿
部
ハ
ル

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用

し
た
い
人
、
介
護
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
人
等
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

2



　　　　　　　叢

　　　　　　瀞

　　　　毒

　　　灘

　　礁

驚

耀

　　　　　　　　職　　　　　　　講

　　　　　　、罎　　　　　膨

犠

％、

壷
．
螺
．
勘

浴
車
が
お
宅
を
訪
問
し
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
行
い
ま
す
．

　
利
用
料
は
、
1
回
7
0
0
円
で
す
。

會
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
（
訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス
）

　
一
人
暮
ら
し
で
し
か
も
虚
弱
の
人
な

ど
を
対
象
に
、
昼
食
を
お
宅
に
お
届
け

し
ま
す
。

■
対
象
地
区
　
市
内
全
域

■
利
用
料
　
一
食
4
0
0
円

■
利
用
日
　
毎
週
火
・
水
・
木
・
金
曜

　
日
（
三
好
園
は
月
曜
日
も
利
用
で
き

　
ま
す
）

會
日
常
生
活
用
具
給
付

　
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
の
人
を
対

象
に
、
日
常
生
活
に
必
要
な
用
具
を
給

付
ま
た
は
貸
与
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
用
具
　
特
殊
寝
台
、
エ
ア
ー
パ

　
ッ
ト
、
車
イ
ス
、
緊
急
通
報
装
置
、

　
俳
徊
感
知
器
、
自
動
消
火
器
、
火
災

　
報
知
器
等

■
利
用
料
　
生
計
中
心
者
の
所
得
税
額

　
に
応
じ
て
、
無
料
か
ら
全
額
負
担
ま

　
で
6
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す

會
お
む
つ
の
給
付
・
貸
与

　
寝
た
き
り
な
ど
で
、
お
む
つ
を
必
要

と
す
る
人
に
、
給
付
ま
た
は
貸
与
し
て

い
ま
す
。

■
紙
お
む
つ
の
給
付

　
▼
給
付
枚
数
　
月
1
5
0
枚
以
内

■
布
お
む
つ
の
貸
与

　
▼
貸
与
枚
数
　
月
3
0
0
枚
以
内

　
▼
給
付
額
　
市
民
税
非
課
税
、
均
等

　
　
割
の
み
の
世
帯
…
月
8
、
0
0
0

　
　
円
、
市
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
…

　
　
月
4
、
0
0
0
円

寝
た
き
り
老
人
等

　
　
　
介
護
手
当
の
支
給

　
在
宅
で
1
年
以
上
、
寝
た
き
り
や
痴

呆
性
の
お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
人

に
対
し
て
、
介
護
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
期
間
中
は
支
給

し
ま
せ
ん
．

■
支
給
金
額
　
月
額
3
、
0
0
0
円

■
支
給
月
　
7
月
、
1
1
月
、
3
月
の
年

　
3
回

■
手
続
き
　
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員

　
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

高
齢
者
、
障
害
者
住
宅

　
　
　
　
　
整
備
資
金
融
資

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
居
室
な
ど
を
増

改
築
ま
た
は
、
改
造
す
る
た
め
に
必
要

な
資
金
の
一
部
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

■
限
度
額
　
2
5
0
万
円

■
利
率
年
3
・
2
％

■
償
還
方
法
　
融
資
の
翌
月
か
ら
1
0
年

　
以
内
で
、
元
利
均
等
月
賦
償
還

■
手
続
き
　
工
事
の
着
手
前
に
市
社
会

福
祉
事
務
所
へ
．

在
宅
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
総
合
登
録
制
度

　
各
種
サ
ー
ビ
ス
（
會
印
の
付
い
て
い

る
も
の
）
を
一
体
的
に
・
効
率
的
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
に
1
回
総

合
登
録
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
登
録
の
た
め
の
申
請
書
類
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
及
び
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
三
好
園
）
に
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の

　
　
　
相
談
は
お
気
軽
に

■
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
三
好
園
内
費
騙
ー
2
1
3
4
）

ロ
お
近
く
の
民
生
児
童
委
員

臓
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
盈
内
線
叢
・
魏
）

口
社
会
福
祉
事
務
所
高
齢
福
祉
係

　
（
盈
内
線
燭
・
燭
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
噺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋

　
も
う
す
ぐ
1
0
4
歳
に
な
る
母
親
を

在
宅
看
護
し
て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
1
0

年
に
な
り
ま
す
が
、
近
所
の
家
の
葬
式

の
か
ど
送
り
に
出
た
母
親
が
転
倒
し
、

寝
た
き
り
に
な
り
ま
し
た
。
一
時
は
伝

い
歩
き
が
で
き
る
ま
で
回
復
し
た
の
で

す
が
、
平
成
3
年
1
0
月
に
再
び
転
倒
し

て
大
腿
骨
を
骨
折
し
ま
し
た
。
手
術
も

し
ま
し
た
が
回
復
せ
ず
、
現
在
は
寝
た

き
り
で
す
．

　
在
宅
看
護
を
し
て
い
て
一
番
困
る
こ

と
は
、
絶
対
に
家
を
離
れ
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
ど
う
し
て
も
と
い

う
時
に
は
、
三
好
園
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

も
足
が
悪
い
の
で
、
週
2
回
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
か
ら
来
て
も
ら
い
、
買
い
物
や
母

親
の
入
浴
な
ど
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

　
子
が
7
0
歳
に
な
る
ま
で
親
が
生
き
て

い
て
く
れ
る
な
ん
て
幸
せ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
近
所
の
人
も
よ
く
遊
び
に
来

て
く
れ
る
し
、
琴
を
習
っ
た
り
し
て
ス

ト
レ
ス
の
発
散
も
し
て
い
ま
す
。
今
は
、

親
を
看
取
る
の
が
私
の
仕
事
だ
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
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所
得
補
償
手
当
・
年
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
平
成
7
年
4
月
現
在
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　
1
級
は
月
額
5
0
、
3
5
0
円
、

　
2
級
は
月
額
3
3
、
5
3
0
円
。
2
0

　
歳
未
満
の
重
度
ま
た
は
中
度
の
心
身

　
障
害
児
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
。

■
重
度
心
身
障
害
児
者
介
護
手
当

　
　
丹
額
3
、
0
0
0
円
。
在
宅
の
6
5

　
歳
未
満
重
度
障
害
児
者
の
介
護
者
に

　
支
給
．

■
特
別
障
害
者
手
当

　
　
月
額
2
6
、
2
3
0
円
。
2
0
歳
以

　
上
の
在
宅
重
度
障
害
者
に
支
給
。

■
樟
害
児
福
祉
手
当

　
　
月
額
1
4
、
2
7
0
円
。
2
0
歳
未

　
満
の
在
宅
重
度
障
害
児
に
支
給
。

■
障
害
基
礎
年
金

　
　
被
用
者
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

　
な
い
2
0
歳
以
上
の
障
害
者
に
支
給
。

　
1
級
は
年
額
9
8
1
、
9
0
0
円
、

　
2
級
は
年
額
7
8
5
、
5
0
0
円
（
市

　
民
課
年
金
係
）

身
体
障
害
者
手
帳
と

　
　
　
　
　
　
療
育
手
帳

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
は
、
目
、
耳
、

　
手
足
、
内
臓
等
に
、
障
害
福
祉
法
に

　
定
め
ら
れ
て
い
る
程
度
の
障
害
（
1

　
～
6
級
）
を
持
つ
人
に
対
し
て
、
本

　
人
の
申
請
に
基
づ
き
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
　
療
育
手
帳
は
、
児
童
相
談
所
ま
た

は
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所
で
、
「
精

神
の
発
達
に
一
定
以
上
（
重
度
／
A
、

中
軽
度
／
B
）
の
遅
れ
が
あ
る
」
と

判
定
さ
れ
た
人
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
を

取
得
す
る
と
、
次
の
福
祉
制
度
が
適

用
に
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
援
護

■
補
装
具
（
杖
、
車
イ
ス
、
補
聴
器
等
）

の
交
付
及
び
修
理

■
自
動
車
操
作
訓
練
費
、
自
動
車
改
造

費
の
助
成
　
1
0
万
円
が
限
度
で
等
級

別
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

　
　
日
常
生
活
が
困
難
な
重
度
心
身
障

者
世
帯
に
派
遣
し
ま
す
。

医
療
に
つ
い
て

■
更
生
医
療
　
身
体
障
害
者
の
障
害
の

　
除
去
や
軽
減
に
必
要
な
医
療
費
の
一

　
部
負
担
金
の
助
成
。

■
育
成
医
療
・
養
育
医
療
制
度

　
　
1
8
歳
未
満
の
児
童
に
対
し
て
の
制

　
度
で
す
。
（
保
健
所
）

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

　
（
県
障
）
　
6
5
歳
ま
で
の
身
体
障
害

　
者
手
帳
1
・
2
・
3
級
か
療
育
手
帳

　
A
の
人
が
対
象
（
外
来
で
月
1
、
0

　
1
0
円
、
入
院
で
一
日
7
0
0
円
が

　
助
成
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
入
院
時

　
食
事
負
担
額
は
非
課
税
世
帯
の
み
対

象
）

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
身
体
障

害
者
の
生
業
及
び
住
宅
改
造
な
ど
に
、

低
利
の
資
金
を
貸
付
け
て
い
ま
す
。

税
関
係
の
減
免

■
所
得
税
（
税
務
署
）
、
住
民
税
（
市
税

　
務
課
）
に
は
障
害
者
控
除
が
適
用
さ

　
れ
ま
す
．

■
自
動
車
税
、
自
動
車
取
得
税
（
財
務

　
事
務
所
）
、
軽
自
動
車
税
（
市
税
務

　
課
）
は
、
専
ら
障
害
者
が
利
用
（
生

　
業
、
通
院
等
）
す
る
場
合
に
減
免
さ

　
れ
ま
す
。
（
種
別
、
等
級
制
限
が
あ
り

　
ま
す
）

心
身
障
害
者
施
設

　
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
を
施
設
に
入

所
委
託
し
て
、
機
能
回
復
訓
練
や
職
業

訓
練
、
生
活
訓
練
を
受
け
さ
せ
、
自
立

の
助
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ん
）

さ
轍

郎
唱

四
刀

口
綱

関
紹

　
職
業
軍
人
と
し
て
、
昭
和
1
1
年
5
月

に
中
国
に
渡
り
ま
し
た
。
大
砲
の
方
角

を
決
め
る
た
め
の
測
量
が
私
の
仕
事
で

し
た
。
昭
和
1
5
年
、
測
量
中
に
砲
弾
を

受
け
た
の
で
す
。
多
く
の
仲
間
が
死
ん

だ
の
で
す
が
、
私
は
幸
い
に
も
助
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
骨
折
や
打
撲
な
ど

で
、
腎
臓
を
摘
出
す
る
ほ
ど
の
重
傷
を

負
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
戦

病
を
患
い
、
日
本
に
戻
り
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
に
、
妻
に
先
立
た
れ
て
か

ら
は
、
一
人
暮
ら
し
で
す
。

　
4
年
前
に
バ
イ
ク
に
は
ね
ら
れ
、
脳

挫
傷
を
負
い
ま
し
た
。
そ
の
後
遺
症
が

目
や
足
に
出
て
い
て
、
立
つ
の
に
は
支

え
が
必
要
で
す
。
そ
れ
以
来
、
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
春
日
さ
ん
と
阿
部
さ
ん
か

ら
交
替
で
週
4
回
来
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
来
て
く
れ
る
日

が
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
。

　
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
で
は
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
必
要
性
が
も
っ
と
も
っ

と
高
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
は
、
給
料
が
安
す
ぎ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
．
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　　灘

社
会
参
加

活
動

■
在
宅
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
所
に
よ
り
①
機
能
訓
練
②
創
作
軽

作
業
（
版
画
、
陶
芸
、
書
道
等
）
③

更
生
相
談
④
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
（
通
所
不
能
な
人
は
、
リ
フ
ト
バ
ス

で
送
迎
し
ま
す
）

■
身
体
障
害
者
通
所
援
護
事
業

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
の

　
つ
つ
じ
工
房
で
は
、
雇
用
さ
れ
る
こ

と
が
困
難
な
障
害
者
を
対
象
に
通
所

に
よ
る
作
業
訓
練
、
生
活
訓
練
を
行

　
っ
て
い
ま
す
。
（
送
迎
も
あ
り
ま
す
）

ロ
心
身
障
害
児
通
園
事
業

　
　
川
治
保
育
所
に
併
設
さ
れ
て
い
る

　
つ
く
し
園
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ

る
幼
児
を
対
象
に
、
保
護
者
同
伴
の

通
園
に
よ
る
生
活
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　
下
肢
ま
た
は
体
幹
1
・
2
級
、
内

部
障
害
1
～
3
級
の
人
は
、
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
他
の
援
護

■
N
H
K
放
送
受
信
料
の
減
免

　
　
身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
薄
弱
者

　
の
い
る
低
所
得
世
帯
は
全
額
免
除
。

　
視
覚
・
聴
覚
障
害
、
重
度
肢
体
不
自

　
由
者
が
契
約
者
で
世
帯
主
の
場
合
は

　
半
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章

　
　
視
覚
障
害
1
～
4
級
、
下
肢
不
自

　
由
1
～
4
級
、
体
幹
不
自
由
1
～
3

級
、
内
臓
機
能
障
害
1
～
3
級
の
本

　
人
が
運
転
す
る
、
ま
た
は
専
ら
同
乗

す
る
車
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
旅
客
運
賃
の
割
引

　
　
「
J
R
」
を
利
用
す
る
場
合
、
第

　
1
種
身
体
障
害
者
は
、
本
人
と
付
き

添
い
一
人
が
乗
車
券
・
急
行
券
が
半

額
に
な
り
ま
す
。
第
2
種
身
体
障
害

者
は
、
本
人
の
み
、
1
0
1
㎞
以
上

　
の
旅
行
に
限
り
半
額
。

■
バ
ス
料
金
の
割
引

　
　
規
定
料
金
の
半
額
、
定
期
券
は
3

割
引
に
な
り
ま
す
。

■
航
空
運
賃
の
割
引

　
重
度
身
体
障
害
者
に
限
り
、
国
内

線
の
運
賃
が
2
5
％
引
き
に
な
り
ま
す
。

■
有
料
道
路
料
金
の
割
引

　
心
身
障
害
者
が
運
転
す
る
場
合
の

　
ほ
か
、
重
度
障
害
者
に
つ
い
て
は
、

　
そ
の
介
護
者
が
運
転
す
る
時
も
5
0
％

　
以
下
の
割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料

金
助
成
制
度

　
　
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
・
3
級

　
の
一
部
及
び
療
育
手
帳
A
の
人
に
年

間
1
2
枚
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付

　
し
ま
す
。
1
枚
で
小
型
タ
ク
シ
ー
ま

　
た
は
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金
及

　
び
迎
車
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

■
市
内
タ
ク
シ
ー
料
金
1
割
引
制
度

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

全
員
が
対
象
で
す
。
（
割
引
券
は
福
祉

事
務
所
援
護
係
で
交
付
し
ま
す
）
基

本
的
に
は
、
障
害
者
が
一
人
で
乗
車

す
る
時
の
み
使
用
で
き
ま
す
。
（
タ
ク

　
シ
ー
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
）

■
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　
保
護
者
が
掛
主
と
な
り
、
保
護
者

が
重
度
の
障
害
を
負
っ
た
り
、
死
亡

し
た
り
し
た
時
に
共
済
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。
共
済
金
は
、
一
口
2
万
円
、

二
口
4
万
円
で
す
。

へ（。智

平野　徹さん
　（島・30歳）

　
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
今
年

開
設
1
0
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
当
セ
ン
タ
ー
が
ど
こ
に

あ
り
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る

の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
P
R
不
足

も
あ
っ
て
、
ご
存
知
な
い
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
施
設
は
市
内
塚
原
町
に
あ
り
ま
す
。

十
日
町
保
健
所
の
隣
に
あ
る
、
と
い
え

ば
お
気
付
き
の
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

道
路
沿
い
に
看
板
が
な
い
た
め
保
健
所

と
間
違
っ
て
、
犬
の
注
射
は
？
と
入
っ

て
来
る
人
が
時
々
あ
り
ま
す
。

　
施
設
内
で
は
二
つ
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
つ
つ
じ
工
房
は
知
的
・
身
体

的
な
障
害
を
持
つ
人
が
通
所
し
て
、
作

業
を
行
う
福
祉
作
業
所
で
す
。
身
体
障

害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
は
、
脳
卒

中
な
ど
の
た
め
障
害
を
持
つ
中
高
年
の

人
が
通
い
、
機
能
訓
練
を
は
じ
め
、
書

道
な
ど
の
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
事
業
の
指
導
員
で
す
。

　
障
害
福
祉
は
高
齢
福
祉
と
も
関
わ
り

が
あ
り
ま
す
。
地
味
で
す
が
と
て
も
大

切
な
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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購

・
表
彰

　
1
1
月
3
日
㈹
（
文
化
の
日
）
に
秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

国
・
県
な
ど
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
方
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

勲
六
等
瑞
宝
章
（
防
災
功
労
）

大嶋榮一さん
（太子堂・69歳）

　
大
嶋
さ
ん
は
、
昭
和
1
6
年
3
月
か
ら

53

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
団
業

務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
こ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
叙
勲
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
班
長
や
部
長
、
分
団
長
な

ど
を
務
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
53
年
に

は
県
知
事
並
び
に
県
消
防
協
会
長
か
ら

精
勤
章
と
功
績
章
を
、
ま
た
平
成
5
年

に
は
日
本
消
防
協
会
長
か
ら
自
治
体
消

防
制
度
発
足
4
5
周
年
記
念
功
労
章
な
ど

を
受
け
て
い
ま
す
。

勲
六
等
瑞
宝
章
（
郵
政
業
務
功
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

　
　
蕊
麟
　
　
　
　
さ
轍

　
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
2
0
年
3
月
か
ら

43

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
郵
便
外
務

事
務
に
精
励
し
ま
し
た
。
今
回
こ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
郵
政
功
労
者
と
し
て

叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
温
厚
で
誠
実
な
人
柄
か
ら
、
部
下
の

信
頼
も
厚
く
、
郵
政
事
業
の
環
境
が
厳

し
い
中
、
リ
ー
ダ
ー
的
立
場
で
営
業
的

活
動
を
始
め
と
す
る
、
事
業
運
行
確
保

の
基
盤
確
立
に
努
め
た
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
．

　
昭
和
6
0
年
4
月
2
0
日
の
逓
信
記
念
日

に
は
、
信
越
郵
政
局
長
表
彰
を
受
け
て

い
ま
す
。

公
衆
衛
生
事
業
功
労
で

　
　
　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
）

登坂行雄さ
（駅通り・79歳

　
1
0
月
2
7
日
㈹
、
岡
山
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
2
8
回
全
国
保
健
衛
生
大
会
」
の

席
上
、
登
坂
さ
ん
（
至
誠
堂
医
院
院
長
）

が
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
登

坂
さ
ん
は
、
山
間
へ
き
地
を
抱
え
、
医

師
不
足
に
悩
ん
で
い
た
当
地
に
、
昭
和

33
年
医
院
を
開
院
し
、
献
身
的
に
診
療
・

治
療
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
約

13

年
間
に
わ
た
り
十
日
町
市
・
中
魚
沼

郡
医
師
会
長
や
理
事
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
地
域
保
健

医
療
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

公
衆
衛
生
事
業
功
労
で

㈲
日
本
公
衆
衛
生
協
会
長
表
彰

　　　　　蓼

　　鞠

　　　いけん

林偉賢さん
（丸山町・72歳）

　
1
0
月
2
7
日
働
、
岡
山
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
2
8
回
全
国
保
健
衛
生
大
会
」
の

席
上
、
林
さ
ん
（
桂
味
医
院
院
長
）
が

働
日
本
公
衆
衛
生
協
会
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
林
さ
ん
は
、
昭
和
3
0
年
に
川
治
国
保

診
療
所
に
勤
務
し
た
の
を
皮
切
り
に
、

医
療
施
設
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
住
民
の

た
め
の
医
療
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昭
和
4
4
年
か
ら
保
育
所
嘱

託
医
、
昭
和
4
7
年
か
ら
は
学
校
医
と
し

て
児
童
・
生
徒
の
健
康
診
断
に
あ
た
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
れ
ら
地
域
保
健

医
療
の
発
展
に
尽
力
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

十
日
町
高
校
V
6
、
都
大
路
へ

　
　
　
　
第
46
回
県
高
校
駅
伝
競
争
大
会

　
十
日
町
高
校
男
子
駅
伝
チ
ー
ム
が
、

11

月
1
日
㈱
新
発
田
市
五
十
公
野
公
園

陸
上
競
技
場
付
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
た
大
会
で
、
6
年
連
続
1
1
回
目
の

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
中
越
高
校
、
津

南
高
校
と
の
三
つ
ど
も
え
が
予
想
さ
れ

た
十
日
町
高
校
で
し
た
が
、
1
区
の
仲

広
樹
（
2
年
）
が
ト
ッ
プ
で
タ
ス
キ
を
渡

す
と
、
中
継
点
で
は
一
度
も
ト
ッ
プ
を

明
け
渡
す
こ
と
な
く
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）
1
区
H
仲
広
樹
（
2
年
）
2
区

”
柳
宗
雄
（
3
年
）
、
3
区
”
尾
身
健
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し

（
2
年
）
、
4
区
”
中
川
匡
（
2
年
〉
、

5
区
日
小
川
和
博
（
3
年
）
、
6
区
”
瀬

沼
哲
司
（
2
年
）

鱒　
難
麟

6連覇を達成したメンバー

日
本
盆
栽
協
会
十
日
町
支
部
展

　
　
　
　
　
み
ご
と
な
枝

　
日
本
盆
栽
協
会
十
日
町
支
部
の
盆
栽

展
が
、
n
月
3
日
働
、
4
日
㈹
の
両
日
、

市
民
会
館
ロ
ビ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

みごとな枝ぶりに見入る人たち

ぶ
り
を
披
露

　
こ
れ
は
、
同
支
部
が
毎
年
「
市
公
民
館

ま
つ
り
」
に
参
加
す
る
形
で
行
っ
て
い

　
る
も
の
で
す
。
当
日
は
、
展
示
の
ほ
か

　
め
ず
ら
し
い
山
野
草
の
即
売
会
（
市
価

半
値
）
も
行
わ
れ
、
山
野
草
や
盆
栽
に

　
興
味
を
持
つ
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

　
た
。
ま
た
5
日
㈲
に
は
、
新
潟
市
の
県

　
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
県
展
」
に
も

　
出
品
し
ま
し
た
。

　
　
支
部
で
は
、
毎
年
6
月
に
「
ク
ロ
ス
ー
0
」

　
で
春
の
盆
栽
展
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、

　
「
ク
ロ
ス
ー
0
」
1
階
の
常
設
場
に
年
間

　
を
通
し
て
盆
栽
の
出
品
を
し
て
い
ま
す
。

6



母
子
保
健
事
業
功
労
で

　
　
　
　
　
　
県
知
事
表
彰

須藤ミチさん
（下条中央通り・77歳）

　
須
藤
さ
ん
は
、
昭
和
1
8
年
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
下
条
村
の
嘱
託
保
健
婦

や
開
業
助
産
婦
と
し
て
、
地
域
の
母
子

保
健
事
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た

た
。
ま
た
、
昭
和
4
8
年
か
ら
8
年
間
助

産
婦
会
の
要
職
も
務
め
、
後
輩
の
育
成

　
　
　
り

指
導
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
功
績
か
認
め
ら
れ
、
1
0
月

24

日
㈹
上
越
市
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た

「
新
潟
県
健
康
づ
く
り
県
民
大
会
」
の

席
上
、
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

国
民
年
金
委
員
功
労
で

　
　
　
　
　
　
県
知
事
表
彰

池田幸さん
（嘉勝・64歳）

　
池
田
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
保
険

料
の
集
金
業
務
に
従
事
す
る
と
と
も
に
、

年
金
事
務
の
研
修
に
も
熱
心
に
取
り
組

み
、
年
金
制
度
の
発
展
に
尽
力
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
県
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
伝
達
式
は
、

「
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
中
の
1
0

月
3
0
日
㈲
に
、
市
長
室
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。農

林
水
産
功
労
で

　
　
　
　
　
　
県
知
事
表
彰

小林照一さん

（城之古2・72歳）

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
2
3
年
3
月
に
川

治
村
農
業
協
同
組
合
の
非
常
勤
理
事
に

就
任
。
合
併
後
も
非
常
勤
理
事
・
専
務

を
歴
任
し
、
平
成
4
年
5
月
か
ら
は
組

合
長
理
事
と
し
て
現
在
に
至
ま
で
、
農

林
水
産
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
n
月

8
日
㈱
県
庁
に
お
い
て
県
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
．

農
林
水
産
業
功
労
で

　
　
　
　
　
　
　
県
知
事
表
彰

小林富男さん
（城之古東町・67歳）

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
2
0
年
の
終
戦
と

同
時
に
家
業
の
桐
材
業
に
従
事
。
そ
の

業
績
拡
大
と
経
営
の
安
定
に
努
力
す
る

か
た
わ
ら
、
昭
和
5
0
年
に
は
県
桐
材
業

組
合
連
合
会
中
魚
沼
支
部
の
支
部
長
に

就
任
。
平
成
元
年
に
は
連
合
会
副
会
長
、

現
在
は
参
与
と
し
て
組
合
運
営
の
育
成

強
化
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
1
月

8
日
㈱
県
庁
に
お
い
て
県
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

商
工
業
振
興
功
労
で

　
　
　
　
　
　
県
知
事
表
彰

吉沢愼一さん

（本町1下・60歳）

　
吉
沢
さ
ん
は
、
昭
和
4
1
年
31
歳
の
若

さ
で
織
物
組
合
の
理
事
に
就
任
。
昭
和

56

年
に
は
、
同
組
合
の
理
事
長
に
就
任

し
、
、
3
期
6
年
に
わ
た
り
き
も
の
業
界

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
も
新
潟
県
繊
維
協
会
会
長
、
新
潟

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
な
ど
の

役
職
に
あ
り
、
広
く
県
内
商
工
業
の
振

興
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
11
月

8
日
㈱
県
庁
に
お
い
て
県
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
．

新
潟
県

　
歯
科
医
師
会
長
表
彰猷

翻
也
略

達
げ

部
町

，
艮
本

ロ
”
月
　
（

　
服
部
さ
ん
は
、
34
年
以
上
に
わ
た
り

地
域
歯
科
保
健
事
業
の
向
上
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
昭
和
6
0
年
か
ら
6
年
間
、

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
長

と
し
て
、
地
域
歯
科
保
健
事
業
の
普
及

向
上
と
後
輩
の
育
成
に
あ
た
ら
れ
ま
し

た
。　

今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
1
月

9
日
㈲
長
岡
市
立
劇
場
で
行
わ
れ
た
第

17

回
新
潟
県
歯
科
保
健
大
会
の
席
上
、

新
潟
県
歯
科
医
師
会
長
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

新
潟
県

歯
科
保
健
協
会
長
表
彰

　
　
　
ミ
パ
”
｝
m
岬
》
、
ぼ
、
櫛
》
臨
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
劇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
57

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詩
炉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忠
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
紳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
住

　
中
町
さ
ん
は
、
2
7
年
以
上
に
わ
た
り

地
域
歯
科
保
健
事
業
の
向
上
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
昭
和
6
0
年
か
ら
6
年
間
、

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
の

理
事
と
し
て
、
地
域
歯
科
保
健
事
業
の

普
及
向
上
と
後
輩
の
育
成
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
1
1
月

9
日
㈲
長
岡
市
立
劇
場
で
行
わ
れ
た
第

17

回
新
潟
県
歯
科
保
健
大
会
の
席
上
、

新
潟
県
歯
科
保
健
協
会
長
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

春
日
由
三
元

　
昭
和
4
6
年
か
ら
2
期
8
年
に
わ
た
っ

て
市
長
を
務
め
た
春
日
由
三
さ
ん
が
、

10
月
2
2
日
午
前
8
時
、

心
不
全
の
た
め
東
京
都

目
黒
区
の
病
院
で
死
去

し
ま
し
た
。
享
年
8
3
歳

で
し
た
。

　
春
日
元
市
長
は
、
在

市
長
が
死
去

帯
振
興
に
貢
献
し
た
ほ
か
、
市
民
憲
章

の
制
定
、
コ
モ
市
と
の
姉
妹
提
携
調
印
、

任
中
全
国
特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
協
議

会
の
初
代
会
長
と
し
て
全
国
の
豪
雪
地

京
別
院
で
、

す
る
中
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
博
物
館
の
建
設
な
ど
教

　
育
文
化
の
振
興
に
も
尽

　
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
葬
儀
は
、
1
0
月
2
7
日

　
午
前
n
時
か
ら
東
京
都

　
港
区
高
輪
の
高
野
山
東

市
の
関
係
者
も
大
勢
参
列

7
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にしない！させない！

　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
廃
棄
物
不
法

投
棄
防
止
対
策
協
議
会
（
郡
内
4
市
町

村
、
六
日
町
保
健
所
、
十
日
町
土
木
事

務
所
、
県
産
業
廃
棄
物
協
会
魚
沼
支

部
、
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部
で
組

織
）
で
は
、
今
年
2
回
目
の
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
を
1
0
月
1
7
日
㈹
に
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
郡
市
内
の
不

法
投
棄
の
現
状
を
調
査
し
、
今
後
の
防

止
対
策
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
も
1
回
目
（
5
月
）
と
同
じ
く

山
間
地
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
が
、

5
月
に
不
法
投
棄
を
確
認
し
た
同
じ
沢

に
、
さ
ら
に
農
機
具
や
家
電
製
品
、
建

築
廃
材
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
パ
ト
ロ
ー
ル
後
、
防
止
対
策
に

廃棄物及び清掃に関する法律（抜粋）

第16条　何人もみだりに廃棄物を捨ててはならない。

第27条　6か月以下の懲役、又は50万円以下の罰金

　　　　に処する。

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
柏
崎

市
・
刈
羽
地
区
廃
棄
物
不
法
投
棄
防
止

連
絡
協
議
会
の
担
当
者
を
講
師
に
、
防

止
対
策
の
実
践
事
例
に
つ
い
て
研
修
を

受
け
、
事
例
を
参
考
に
監
視
活
動
の
強

化
や
不
法
投
棄
箇
所
の
処
理
対
策
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
ご
み
を
無
断
で
空
き
地
や
山
、
川
に

捨
て
る
と
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
野
焼
き
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
廃
棄
物
」
を
焼
却
す
る
場
合
は
焼

却
施
設
で
処
理
す
る
か
、
許
可
業
者
に

お
願
い
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
廃
棄
物
と
は
　
　
　
家
庭
ご
み
、

　
　
粗
大
ご
み
、
建
築
廃
材
、
燃
え
が

　
　
ら
、
廃
油
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
ど
な
た
か
覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
袋
町
東
の
地
主
よ
り

　
我
家
の
山
林
、
池
沢
地
内
（
来

迎
寺
）
の
奥
。
あ
れ
ほ
ど
の
山
奥

の
山
林
に
布
団
の
山
積
み
。
し
か

も
毛
布
、
セ
ー
タ
ー
、
マ
ッ
ト
レ

ス
ま
で
捨
て
て
あ
る
と
は
。
（
ご
み

捨
て
場
で
は
な
い
）

　
許
せ
な
い
憤
り
を
感
じ
る
。
捨

て
た
人
は
、
即
刻
持
ち
帰
り
を
願

い
た
い
。

　
　
平
成
7
年
1
0
月
2
5
日

、
の
ゴ
ミ
収
集
に
こ
協
力
を

　
　
　
　
　
雀
月
1
目
～
来
年
3
月
釧
目

　
冬
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
冬
期

間
（
皿
月
～
来
年
3
月
）
の
ご
み
収

集
は
、
一
部
の
地
域
を
除
い
て
夏
期

の
収
集
計
画
ど
お
り
に
行
い
ま
す
。

　
収
集
が
休
み
に
な
る
地
域
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

　
収
集
す
る
地
域
に
お
い
て
も
、
降

雪
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
一
時
的
に

収
集
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
日
も
あ

り
ま
す
。

　
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
収
集

業
務
の
安
全
確
保
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
ぎ
ざ
わ

◆
燃
え
な
い
ご
み
は
高
城
沢
へ

　
霧
谷
埋
立
地
は
、
雪
が
降
り
し
だ

ごみ収集が休みになる地域

い
閉
鎖
し
ま
す
。

　
高
城
沢
（
浅
川
原
地
内
）
へ
持
ち

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
時
間
　
午
前
8
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時
3
0
分

　
　
　
（
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

◆
年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集

　
E
月
鎗
日
・
3
0
日
は
平
常
ど
お
り

に
行
い
ま
す
。
持
ち
込
み
す
る
場
合

・
は
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
翅
月
訂
日
～
1
月
3
日
ま
で
収
集

を
休
み
ま
す
。

ロ
問
い
合
わ
せ
　
衛
生
施
設
組
合

　
　
（
豊
駆
ー
3
9
2
4
）
へ
。

地区名 対　　象　　地　　域

十日町 菅沼・大池・赤倉

川　治 椌木

六　箇 船坂・塩ノ又

吉　田 中手・中平

中　条
嘉勝・池谷・蕨平・東枯木又

西枯木又・三ツ山・上田原・小貰

下　条 慶地・二子・願入・塩野

水　沢 池之尻・漆島・池沢・野中・鍬柄沢

※降雪・道路状況により収集車が通行でき、

　かつ収集車1台程度の量になるときは、

衛生組合長さんを通じて衛生施設組合ま

　でご連絡ください。
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第
2
8
回
市
美
術
展
入
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6
3
点
の
力
作
が
出
展

　
　
　
第
2
8
回
市
美
術
展
が
、
1
0
月
2
2
日
㈲
か
ら
2
4
日
㈹
ま
で
市
民
体
育
館
で

　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
8
部
門
に
2
6
3
点
の
力
作
が
出
展
さ
れ
、
審
査
の

　
　
結
果
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佳
　
作
　
関
口
耕
二
（
袋
町
中
）
水
落

　
　
　
　
　
出
品
1
2
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
子
（
漉
野
）
近
藤
忠
男
（
小
千
谷

市
展
賞
　
宮
嶋
英
夫
（
伊
達
4
）
　
　
　
　
　
市
）
込
田
昭
平
（
小
千
谷
市
）
山
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
つ
ま

奨
励
賞
　
村
山
忍
（
新
座
2
）
　
　
　
　
　
　
清
治
（
松
之
山
町
）
櫃
間
敏
夫
（
千

佳
　
作
　
松
崎
幸
子
（
西
本
町
3
）
春
　
　
　
歳
町
1
）
八
重
沢
あ
き
子
（
津
南
町
）

川
雅
英
（
四
日
町
中
原
）

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
出
品
4
3
点

市
展
賞
　
野
本
幸
子
（
桑
原
）

奨
励
賞
　
小
林
幸
一
（
津
南
町
）
草
村

　
慶
子
（
松
之
山
町
）
清
水
好
和
（
津

　
南
町
）
丸
山
司
（
為
永
）

　
　
　
　
　
出
品
2
5
点

市
展
賞
　
中
林
辰
男
（
西
寺
町
）

奨
励
賞
　
小
杉
瑞
恵
（
下
条
本
町
）
宮

　
沢
美
世
子
（
小
黒
沢
）
田
中
善
男
（
小

　
千
谷
市
）

佳
　
作
　
桑
原
昭
夫
（
桜
木
町
）
大
口

　
貞
信
（
四
日
町
1
）
橋
本
三
郎
（
高

　
田
町
3
南
）
根
津
隆
松
（
尾
崎
）

　
　
　
　
　
出
品
n
点

市
展
賞
　
村
山
正
彦
（
中
条
旭
町
）

奨
励
賞
　
宮
嶋
英
夫
（
伊
達
4
）

佳
作
青
少
年
ホ
ー
ム
花
道
講
座

　
（
学
校
町
1
）
も
の
好
き
グ
ル
ー
プ

　
（
学
校
町
－
）

　
　
「

　
　
　
　
　
出
品
8
点

市
展
賞
　
松
田
　
大
（
中
条
旭
町
）

奨
励
賞
　
小
杉
元
義
（
四
日
町
2
）

佳
　
作
　
高
橋
由
美
子
（
加
賀
糸
屋
町
）

　
　
　
　
　
出
品
34
点

市
展
賞
　
瀧
澤
芳
彦
（
津
南
町
）

奨
励
賞
　
廣
田
律
子
（
津
南
町
）
越
村

　
騰
（
新
座
3
）

佳
作
山
口
芳
一
（
泉
町
）
田
村
千

　
春
（
学
校
町
1
）
桑
原
昭
夫
（
桜
木

　
町
）
保
坂
義
男
（
南
鐙
坂
）
松
沢
俊
一

　
（
川
治
下
町
2
）
上
村
千
代
子
（
川
治

　
下
町
3
）
星
名
好
男
（
川
治
下
町
2
）

　
　
　
　
　
出
品
4
7
点

市
展
賞
　
田
口
節
子
（
本
町
2
）

奨
励
賞
　
田
中
武
彦
（
寿
町
3
）
羽
龍

　
時
夫
（
錦
町
2
）
島
村
弘
（
大
和
町
）

　
高
橋
邦
治
（
本
町
東
1
）

佳
　
作
　
石
澤
皐
竹
（
津
南
町
）
関
谷

　
美
絶
子
（
本
町
1
下
）
大
島
テ
ル
（
妻

　
有
町
西
3
）
内
山
純
一
（
津
南
町
）

　
上
村
千
代
子
（
川
西
町
）
志
田
喜
代

　
子
（
大
和
町
）
金
子
栄
子
（
上
川
町
）

　
島
田
美
穂
（
新
座
3
）
山
岸
玲
子
（
六

　
日
町
）
大
島
陽
子
（
新
座
2
）

　
　
　
　
　
出
品
8
3
点

市
展
賞
　
桜
井
大
士
（
長
岡
市
）

奨
励
賞
　
宮
澤
健
二
（
小
黒
沢
）
村
山

　
栄
一
（
新
座
1
）
福
崎
均
（
本
町
6

　
i
3
）
冨
沢
俊
久
（
津
南
町
）
斎
木

　
勉
（
松
代
町
）
杵
渕
勝
（
小
千
谷
市
）

佳
　
作
　
南
雲
幸
男
（
川
西
町
）
茂
野

　
誠
一
郎
（
川
西
町
）
高
橋
等
（
稲
荷

　
町
2
）
山
岸
守
二
（
川
西
町
）
斉
藤

　
代
江
子
（
塩
沢
町
）
青
野
栄
（
六
日

　
町
）
阪
東
健
次
郎
（
高
田
町
5
）
池

　
田
鉄
夫
（
春
日
町
3
）
高
橋
健
吉
郎

　
（
川
原
町
）
阿
部
嘉
彦
（
塩
沢
町
）

　
青
木
和
雄
（
塩
沢
町
）
中
町
一
久
（
仙

　
之
山
）
吉
楽
隆
志
（
中
里
村
）
藤
田

　
寿
夫
（
中
里
村
）
阿
部
清
（
本
町
4
）

　
田
村
正
夫
（
小
千
谷
市
）
田
中
眞
治

　
（
春
日
町
－
）

群
細
文
化

　
今
年
2
月
に
設
立
し
た
十
日
町
市
文

化
協
会
連
合
会
で
は
、
十
日
町
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
し
ょ
う

芸
術
・
文
化
等
の
向
上
を
目
指
し
褒
賞

規
程
を
定
め
ま
し
た
。
そ
の
初
め
て
の

褒
賞
式
（
第
1
回
文
化
祭
「
文
化
協
会

褒
賞
」
）
が
1
1
月
4
日
出
、
ク
ロ
ス
ー
0
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
皆
さ
ん
が
褒

賞
を
受
け
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
（
地
域
の
文
化
の
向
上
に

　
尽
力
、
ま
た
は
文
化
活
動
に
多
額
の

　
金
品
を
寄
付
し
、
そ
の
功
績
が
著
し

　
い
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
）

▼
西
郷
道
子
　
4
0
余
年
間
、
川
柳
界
の

　
指
導
者
と
し
て
川
柳
文
芸
の
発
展
と

協
会
，
褒
賞

　
向
上
に
尽
力
す
る
。

　
▼
樋
熊
義
助
　
5
0
余
年
間
、
詩
吟
道
の

　
指
導
者
と
し
て
、
そ
の
発
展
と
向
上

　
　
に
尽
力
す
る
．

　
▼
田
村
政
治
　
芸
術
活
動
の
発
展
に
貢

　
献
し
、
今
日
の
市
展
・
芸
協
の
発
展

　
　
に
尽
力
す
る
。

　
▼
宮
沢
政
信
　
民
謡
界
の
指
導
者
と
し

　
　
て
民
謡
の
保
存
・
普
及
、
人
材
の
育

　
成
に
尽
力
す
る
．

　
▼
半
間
　
正
　
芸
能
文
化
活
動
に
大
き

　
　
な
成
果
を
あ
げ
、
広
く
十
日
町
市
の

　
知
名
度
を
高
め
る

　
▼
村
山
忠
保
　
染
織
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

　
　
て
地
場
産
業
・
文
化
の
発
展
に
大
き

　
く
貢
献
す
る
。

▼
渡
辺
正
範
　
芸
術
・
文
化
に
対
し
て

　
卓
越
し
た
企
画
力
を
発
揮
し
、
そ
の

　
発
展
と
向
上
に
尽
力
す
る
。

　
　
　
　
　
（
全
国
規
模
以
上
の
審
査

　
会
・
展
覧
会
等
に
お
い
て
卓
抜
し
た

　
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら

　
れ
ま
す
Y

▼
小
宮
山
晃
夫
　
県
展
に
お
い
て
最
高

　
賞
を
受
賞
し
、
造
形
美
術
の
水
準
向

　
上
に
貢
献
す
る
。

▼
阿
部
正
明
　
二
科
展
の
特
選
、
会
友

　
推
挙
に
輝
き
、
芸
術
・
文
化
の
発
展

　
に
貢
献
す
る
．

▼
金
子
栄
子
　
毎
年
度
、
毎
日
書
道
展

　
に
お
い
て
最
高
賞
を
受
賞
し
、
書
道

　
芸
術
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

9
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「十日町朗読サークル』

　　（代表：数藤洋子） 朗読は奥が深いと語るメンバー

　私たちのサークルは、視覚障害者のための朗読奉仕

活動を行っています。昭和52年に発足し、現在会員は

18人です。主に月2回発行される「市報とおかまち」

と書籍を朗読して、それをテープに吹き込み、視覚障

害者から聞いてもらっています。

　月に1度土曜日の午後、十日町市公民館の学習室で

勉強会を開いています。正確な発音やアクセントの習

得と、聞きやすい朗読技術の上達を目指しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けいどう　講師は長岡市居住の元N　S　Tアナウンサー小西慧道

さんです。課題文をテープに録音して持ち寄り、講師

の辛口の批評に一喜一優しながら、技術の向上に励ん

でいます。

　朗読は語りやお話の読み聞かせと違い、感情を込め

ないで淡々としたアナウンサー読みを目指さなくては

なりません。とても難しく奥の深い勉強です。でも、

苦労して録音した市報や書籍を聞いてくれる人がいる

と思うと、とても励みになるんですよ。また、朗読を

勉強することによって、自分でも気付かなかった発音

のクセを発見することもあります。

　講師の学習の展開もおもしろく、毎回のおいしいコ

ーヒーも楽しみで、いつの間にか朗読の魅力に取り付

かれてしまっている私たちです。朗読に興味のある人

は是非、数藤洋子（高田町3東・夜間費57－4760）へ

ご連絡ください。

講師の辛口の批評に一同うなずく勉強会

　
栄
養
豊
富
で
、
ご
飯
の
お
か
ず
に
も

酒
の
肴
に
も
合
い
、
一
回
に
た
く
さ
ん

作
っ
て
保
存
食
に
も
な
り
ま
す
。

　
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
は
ミ
ネ
ラ
ル
の
中

の
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
毎

日
少
し
ず
つ
食
べ
る
と
体
に
も
良
い
で

す
。
ナ
ッ
ツ
の
代
わ
り
に
ピ
ー
ナ
ツ
を

使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

〈
作
り
方
〉

②
4
0
～
5
0
分
煮
て
、
鍋
か
ら

　
取
り
出
し
て
冷
ま
す
。
冷

　
め
た
肉
を
蛎
㎝
く
ら
い
の

　
角
切
り
に
す
る
．

妙
っ
て
お
く
・
　
　
露

木内冨美子さん
（西本町1・盈57－8808）

④
別
の
鍋
に
豚
肉
を
入
れ
て
火
に
か
け
、

　
脂
が
に
じ
み
出
る
ま
で
か
ら
妙
り
す

　
る
。

⑤
砂
糖
を
加
え
、
ひ
と
妙
り
し
て
味
噌

　
を
加
え
て
練
る
。

⑥
火
が
通
っ
た
ら
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
を

　
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
、
焦
が
さ
ぬ
よ

　
う
に
弱
火
で
手
早
く
練
り
上
げ
る
。

※
硬
め
の
と
き
は
、
だ
し
汁
か
酒
を
小

　
量
加
え
て
仕
上
げ
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

〈材料〉

豚三枚肉…5009

カシューナ・．ソツ…3009

味0曾（減塩のだし入り）

　　　　　　　　…7009
砂糖（三温糖）…2009

サラダ油…少量

や
ま
な
会
（
＋
日
町
市
食
生
活
改
善
推
進
委
員
協
議
会
）
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　　　　　　　　　　　③
　ALTernatives
　　ALT二Assistant　Language　Teacher
　　（英話指導助手）県からの派遣で、市内中・
繊　　　高校で英語の指導にあたります。

　　Rebecca　Dow”ng（レベッカ・ダウリング）

　Hi，my　name　ls　Rebecca　Dow”ng．l　am　the　ALT　at

Tokamachi　and　Tsunan　High　School。l　have　been　IMng

here　in　Tokamachi　for16months．

　However，for　most　of　you　who　don’t　know　me，l　am

from　Pittsburgh，Pennsylvania　in　the　United　States　of

America．Pittsburgh　has　a　population　of　about390，000

people．Both　of　my　parents　live　in　Pittsburgh，and　they

are　retired。The　retirement　age　in　America　is65，but　you

can　retire　before　the　age　of65which　my　mother　has

done．l　also　have　an　elder　brother　and　sister．

　My　hobbies　are　cycling　which　I　Iike　to　do　now　that

the　Ieaves　are　changing　and　hiking．l　also　llke　to　read

myStery　StOrleS。

　We”，until　we　meet，bye．

こんにちは、レベッカ・ダウリングです。十日町高校と津

南高校の英語指導助手です。十日町には16か月住んでいます

が、私のことを知らない多くの人たちのために言いますと、

　　　　　　　サ私は、アメリカ・ペンシルバニア州のピッツバーグ出身です。

人口は約39万人です。私の両親も、退職してピッツバーグに

住んでいます。アメリカでは65歳で退職しますが、私の母が

したように、65歳にならないうちでも退職することができま

す。家族はこのほかに、兄と姉がいます。

趣味は、紅葉の季節である今行きたいサイタリング、ハイ

キングです。ミステ9一小説を読むのも好きです。

では、またお会いできる時まで、バーイ。

●10月10日号のこのコーナーで、コロンバスの人口は150万人

の誤りでした。お詫びして訂正いたします。
※ALTERNATIVE：（オルタナティヴ）「交替の・交互の」の意味。ALTの先生

万3人に、岳目交替で登場していただくコーナーです。

の
倒

匹浮刷

山本愛泉保育園⑧

β

遠足でみんなでお弁当を食

べたよ。かまぼことなしがお

いしかった。くりは40個、ど

んぐりは100個ひろったよ。
徳永太郎くん
　（6歳）

小川聡美ちゃん

　（5歳）

保育園でくりひろいをした

の。涼太くん、咲ちゃん、芽

衣ちゃんとひろったの。みん

な、とんぼとりも上手なの。

　
生
ま
れ
は
南
魚
沼
郡
大
和
町
の
浦
佐

　
　
　
び
し
ゃ
も
ん

で
す
。
昆
沙
門
様
の
す
ぐ
近
く
が
実
家

で
す
。
三
月
三
日
の
裸
押
し
合
い
祭
り

は
楽
し
か
っ
た
の
お
。
山
門
か
ら
お
鉢

ま
で
も
の
す
ご
く
多
く
の
ろ
う
そ
く
が

並
ん
で
、
明
る
か
っ
た
の
お
。
昼
間
は

　
　
も
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ

紅
白
餅
を
ま
か
ん
で
、
夜
は
男
衆
に
担

が
れ
た
人
が
金
杯
、
銀
杯
を
ま
か
ん
で

す
て
。
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

と
言
っ
て
拾
わ
ん
で
し
た
て
。
ま
た
、

ひ
と
か
か
え
も
あ
る
、
で
っ
か
い
ろ
う

そ
く
を
裸
の
男
衆
が
持
っ
て
、
「
サ
ン
ヨ
、

サ
ン
ヨ
」
と
言
っ
て
山
道
を
登
ら
ん
で

し
た
て
。

　
私
は
南
雲
の
水
無
川
の
提
防
工
事
に

来
て
い
た
馬
場
の
人
の
紹
介
で
、
馬
場

津

畑

ノ￥

璽
。
4

ル
さ
ん

（
太
田
島
3
・
8
0
歳
）

で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
て
。
一

階
が
普
通
の
お
店
で
、
二
階
で
飲
ん
だ

り
食
べ
た
り
さ
せ
る
お
店
だ
っ
た
ん
で

す
。
そ
こ
に
住
み
込
み
で
働
き
ま
し
た
。

勤
め
た
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
中
里
村
の
え

ん
堤
工
事
が
盛
ん
で
。
工
事
の
衆
が
よ

く
来
た
ん
で
す
て
、
そ
こ
で
知
り
合
っ

た
人
の
所
へ
嫁
に
来
た
ん
で
す
。
二
十

三
歳
の
と
き
で
し
た
。

　
家
の
前
は
国
道
で
す
。
昔
の
道
は
雪

が
降
る
と
、
車
な
ん
て
通
ら
ん
ね
や
ん

の
。
道
か
ら
そ
れ
る
と
雪
に
埋
ま
ら
ん

だ
っ
け
が
、
今
は
立
派
な
道
に
な
っ
た

ん
が
の
。
家
の
敷
地
の
半
分
が
国
道
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
て
。

　
嫁
に
来
て
か
ら
二
葉
屋
さ
ん
へ
も
勤

め
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
て
。
ま
だ
、

　
　
　
　
ぱ
ら

つ
つ
じ
り
原
が
あ
っ
た
こ
ろ
だ
っ
け
か

な
。
気
の
合
っ
た
衆
同
志
で
、
ワ
ー
ワ

ー
言
っ
て
楽
し
か
っ
た
の
お
。

　
今
は
畑
の
草
を
取
っ
た
り
、
野
菜
を

取
っ
た
り
し
て
楽
で
す
て
。
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
が
今
の
楽
し
み
な
ん
で
す
て
。

②

緩
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市
役
所
は
智
5
7
0
3
』
7
4
・
7

蟹
馨
5
し
畠

聴
建
膿
塩
保
盆

　
　
　
　
公
興
下
水
道
事
業

　
今
年
か
ら
、
南
部
処
理
分
区
（
太
田

島
・
土
市
・
新
宮
・
伊
達
・
大
黒
沢
・

小
黒
沢
・
幸
町
）
の
一
部
で
、
下
水
道

の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

区
域
内
の
建
物
所
有
者
等
か
ら
、
事
業

費
の
一
部
に
充
て
る
た
め
に
、
分
担
金

を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
分
担
金
の
額

　
　
　
　
　
2
6
9
、
0
0
0
円
／
棟

■
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
（
下
水
処

　
理
セ
ン
タ
ー
内
盈
52
1
7
4
4
1
）

　
へ
。雪

濠
，
り

磯
諾
慧
箔
ビ
ー
ル
』
霧
発
中

　
雪
ま
つ
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
i
「
ネ
ー
ジ

ュ
」
を
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
し
た
、
雪
ま

つ
り
「
記
念
缶
ビ
ー
ル
」
（
3
5
0
認
）

が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
酒
店
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

纏”…『撫獅

雛
、
．

　
ネ
ー
ジ
ュ
は
、
十
日
町
高
校
出
身
で

世
界
的
に
も
有
名
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
小

　
　
あ
き
ら

野
塚
秋
良
さ
ん
が
、
第
4
5
回
雪
ま
つ
り

を
記
念
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
雪
ま
つ
り
実

　
行
委
員
会
（
商
工
観
光
課
内
盈
内
線

　
朧
・
鵬
）
へ
。

作
業
檸
電

　
　
　
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

　
　
　
　
費
5
2
1
3
1
0
7

■
1
1
月
”
日
㈹
　
午
前
9
時
3
0
分
～
正

　
午
／
田
川
町
1
、
新
座
1
の
各
々
一

　
部
追
加
停
電

薙
金
教
蕎
資
金
賃
劔

　
こ
の
貸
付
制
度
は
、
厚
生
年
金
保
険

及
び
国
民
年
金
に
1
0
年
以
上
加
入
し
て

い
る
人
が
、
入
学
時
や
在
学
中
の
教
育

費
を
低
利
で
借
り
る
こ
と
の
で
き
る
制

度
で
す
。
ま
た
、
国
民
金
融
公
庫
の
一

般
教
育
ロ
ー
ン
と
の
併
用
も
で
き
ま
す
。

■
融
資
金
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ

　
き
、
①
厚
生
年
金
保
険
加
入
中
の
人

　
㎜
万
円
以
内
　
②
国
民
年
金
加
入
中

　
の
人
5
0
万
円
以
内

■
融
資
利
率
　
年
3
・
2
5
％

　
　
　
　
（
平
成
7
年
1
1
月
n
日
現
在
）

■
返
済
期
問
　
8
年
以
内
（
据
置
期
間

　
は
在
学
期
間
内
で
最
長
4
年
）

■
申
し
込
み
　
㈹
新
潟
県
年
金
福
祉
会

　
　
（
盈
伽
i
脇
1
6
8
0
0
）
へ
。

り
催
　
　
し
愈

大
好
評
の
生
そ
ば
ま
つ
り

　
1
1
月
一
か
月
間
は
「
第
9
回
十
日
町

生
そ
ば
ま
つ
り
」
で
す
。

　
市
内
の
各
そ
ば
店
で
は
、
割
引
き
や

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、

楽
し
い
企
画
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
観
光
協
会

　
（
智
5
7
i
3
3
4
5
）
へ
。

舗
デ
ザ
イ
ン
マ
イ
ン
ド
7
エ
ア

夢　
～
お
し
や
れ
心
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
十
目
町
～

■
と
　
き
　
1
1
月
2
3
日
㈲
～
2
6
日
㈲
午

　
前
1
0
時
～
午
後
6
時
（
最
終
日
は
午

　
後
4
時
ま
で
）

　
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
2
3
日
㈲
午

　
後
4
時
～
6
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0

ロ
内
容
作
品
展
示
一
き
も
の
と
お

　
か
ま
ち
デ
ザ
イ
ン
展
、
技
術
者
研
修

　
展
、
藍
・
遊
・
夢
絞
り
サ
ー
ク
ル
展

　
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
”
「
き
も
の
」

　
と
「
お
し
ゃ
れ
」
と
「
江
戸
文
化
」

　
川
本
敦
久
氏
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
江
木
良
彦
氏
、
宮
崎
倉
治
氏
（
パ
ネ

　
ラ
ー
）

■
入
場
料
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
費
5
7
1

　
2
3
2
3
）
へ
。

行
敵
広
域
化

　
　
推
進
シ
ン
求
ジ
ウ
ム

■
と
　
き
　
n
月
2
7
日
㈲

　
　
　
　
　
午
後
－
時
3
0
分
～
4
時

■
と
こ
ろ
　
長
岡
市
N
C
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
「
2
1
世
紀
の
都
市
（
ま
ち
）

　
づ
く
り
を
考
え
る
1
広
域
行
政
と
市

　
町
村
合
併
」
　
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
申
し
込
み
　
県
庁
総
務
部
地
方
課
企

①

　
　
係
鱗

せ
課
生

　
市
報
9
月
1
0
日
号
で
、
「
日
本
一
の
健

康
都
市
づ
く
り
」
の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
今
月
号
か
ら
は
、
「
す
こ

や
か
エ
コ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
体
づ
く
り
は
三
度
の
食
事
か
ら
〉

　
シ
リ
ー
ズ
の
第
1
回
は
、
子
供
の
食

事
と
健
康
に
つ
い
て
で
す
。

　
保
健
衛
生
課
で
は
月
5
回
、
子
供
を

対
象
に
健
康
診
査
・
健
康
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
食
事
に
つ
い
て
は
栄
養
士
が
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
出
さ
れ
る

相
談
に
次
の
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
①
子
供
が
ご
飯
を
食
べ
な
い
。
②
遊

び
な
が
ら
食
べ
る
。

　
考
え
ら
れ
る
原
因
の
一
つ
に
、
生
活

の
リ
ズ
ム
の
乱
れ
が
あ
り
ま
す
。
夜
遅

く
寝
る
た
め
朝
無
理
に
起
こ
さ
れ
る
。

お
な
か
が
す
か
な
い
う
ち
に
食
事
に
な

り
、
き
ち
ん
と
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
い
。

遊
び
食
い
に
な
る
。
食
事
量
が
少
な
い

た
め
、
す
ぐ
お
な
か
が
す
き
食
事
前
に

何
か
を
食
べ
る
。
結
果
と
し
て
、
食
事

時
は
お
な
か
が
す
か
ず
、
必
要
な
食
事

量
が
食
べ
ら
れ
な
い
の
繰
り
返
し
で
す
。

生
活
を
見
直
し
、
三
食
き
ち
ん
と
食
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
③
決
ま
っ
た
物
し
か
食
べ
な
い
。

　
物
を
噛
む
こ
と
が
下
手
な
場
合
が
多

く
あ
り
ま
す
。
子
供
が
喜
ぶ
物
だ
け
を

食
べ
さ
せ
て
い
た
結
果
の
よ
う
で
す
。4か月児健康診査での離乳食指導

　
食
事
と
い
う
と
、
す
ぐ
に
栄
養
・
バ

ラ
ン
ス
と
思
う
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
以

前
に
①
三
食
（
朝
・
昼
・
夜
）
お
な
か

の
す
い
た
状
態
で
食
べ
る
こ
と
（
体
を

使
っ
て
よ
く
遊
ぶ
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を

整
え
る
）
②
離
乳
食
の
時
期
か
ら
そ
の

子
供
に
合
わ
せ
た
か
た
さ
の
物
を
食
べ

る
練
習
を
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
繰
り

返
し
話
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
を
目
指

し
て
！
健
康
な
体
は
、
家
族
全
員
が
三

食
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
よ
・
つ
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
健
康
に
関
す
る
投
稿

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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画
係
（
盈
伽
－
臨
1
5
5
1
1
内
線

㎜
・
㎜
）
へ
．

み
る
さ
と
C
納
大
實

　
B
S
N
新
潟
放
送
で
は
、
県
内
各
市

町
村
の
特
徴
を
と
ら
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な

ビ
デ
オ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
作
品
　
8
㎜
ビ
デ
オ
ま
た
は
V
H

　
S
ビ
デ
オ

■
秒
　
数
　
6
0
秒
以
内

■
資
　
格
　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作
品
に
限

　
り
ま
す
。

■
部
門
①
一
般
の
部
②
学
校

　
（
学
生
）
の
部
　
③
市
町
村
（
自
治

　
体
）
の
部

■
募
集
期
間
　
n
月
末
日
ま
で

■
応
募
先
　
〒
鮒
新
潟
市
川
岸
町
3
i

　
1
8
B
S
N
新
潟
放
送
「
ふ
る
さ
と
C

　
M
大
賞
係
」
（
盈
晒
－
謝
1
4
1
1

　
1
）
へ
。

雪
よ
識
ー
ラ
ス
隊

　
『
雪
縄
』
メ
ン
バ
ー
募
葉

　
市
民
総
参
加
の
ま
つ
り
と
し
て
育
っ

て
き
た
「
雪
ま
つ
り
」
を
益
々
楽
し
い

も
の
に
す
る
た
め
、
今
回
雪
上
コ
ー
ラ

ス
隊
「
雪
組
」
を
結
成
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
カ
ー
ニ
バ
ル
舞
台
で
、
今

回
の
お
客
様
「
森
公
美
子
」
さ
ん
（
予

定
）
、
「
城
之
内
早
苗
」
さ
ん
、
「
二
期
会
」

の
人
た
ち
と
あ
な
た
自
身
の
雪
ま
つ
り

の
想
い
出
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
資
　
格
　
中
学
生
以
上
の
男
女
（
当

　
日
ま
で
に
3
～
4
回
の
練
習
が
あ
り

　
ま
す
）

■
募
集
人
員
　
1
0
0
人
程
度

■
申
し
込
み
　
1
1
月
3
0
日
㈲
ま
で
に
雪

　
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
商
工
観
光
課

　
内
智
内
線
㎜
・
鵬
）
か
雪
上
カ
ー
ニ

　
バ
ル
事
務
局
（
十
日
町
織
物
工
業
協

　
同
組
合
内
智
5
7
1
9
1
1
1
）
へ
。

り
像
健
・
福
雛
畠

潤
審
の
相
談

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
n
月
1
7
日
働

　
　
　
　
　
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
盈
内
線
川
・
毘
）
へ
。

家
族
介
護
蕎
教
嚢

　
　
～
一
般
公
開
講
座
W
～

■
と
　
き
　
1
1
月
1
8
日
d
b

　
　
　
　
　
午
後
2
時
～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
公
民
館
本
館

■
内
容
介
護
講
座
H
こ
れ
だ
け
は

　
知
っ
て
お
き
た
い
「
明
る
く
老
後
を

　
過
ご
す
た
め
に
」
　
講
師
H
中
山
康

　
夫
先
生
（
中
条
病
院
院
長
）

鍛

■明るい服装、早めのライトを心がけましょう

夕暮れが早まっています。例年この時期、

夕暮れから夜間にかけて重大事故が多発
しています。ドラ　　　　　　光る色っけて安心
　　　　　　　　　　　　す　　　　　　　夜の道

10月中の交通事故発生状況（）は累計

覆　町　赫 発鑑傭数 負傷巻数 死巻数

十日町市
平成7年 22（161） 22（183） 1（5）

平成6年 18（168） 19（198） 0（6）

川西町
津南町
中里村

平成7年 16（106） 20（123） 0（5）

平成6年 7（94） 10（106） 0（2）

計
平成7年 38（267） 42（306） 1（10）

平成6年 25（262） 29（304） 0（8）

　　　　　大型トラックに巻き込まれ

・羅　　　　歩行中の女性が死亡
　　舞

　　　　　10月17日㈹午後12時35分ころ、

　　　　市内下条地内の交差点において、

自転車を引いて歩行中の女性が、国道117

号から左折してきた23歳の男性の運転す

る大型トラックの前輪に巻き込まれ、死

亡するという重大事故が発生しています。

■
問
い
合
わ
せ
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
i
三
好
園
（
盈
5
6
1
2
1
0
6
）

　
ま
た
は
公
民
館
本
館
（
盈
5
7
1
5
0

　
1
1
）
へ
。

り
俸
實
・
ス
ポ
ロ
ツ
畠

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
据
導
蕎

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
象

■
と
　
き
　
1
2
月
3
日
㈲

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
た
か
し

■
講
師
岡
田
秀
氏

■
問
い
合
わ
せ
　
体
育
課
（
総
合
体
育

市民体育館・総合体育館國固の利用
■後期　11月～来年4月　■問い合わせ　総合体育館（盈52－4377）へ。

館
内
盈
内
線
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

繭
罠
体
カ
テ
ス
ト
畠

　
　
ヘ
ル
シ
ー
チ
エ
ッ
ク

■
と
　
き
　
n
月
3
0
日
㈲
午
後
7
時
～

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
指
導
関
口
陽
子
さ
ん
（
エ
リ
ア

ド
ゥ
2
ー
チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

■
参
加
費
　
3
0
0
円
（
体
力
テ
ス
ト

用
紙
代
）

■
問
い
合
わ
せ
　
体
育
課
へ
。

臼 月 火 水 木 金 土

市
民
体

PM5：30

　7：30 一　　一　　一　　一　　一 曜　　響　　曹　　o　　卿 o　　－　　o　　臼　　一　　り

　ノぐ

　レ
　1

　ボ
　1

　ノレ

ニ””一

　　ジ

　ソ
　フ
　ト

　ー∋ア
ーニアス

育
館

9：30

　ヘ
サル
1シ

ク1

ノレ

ノ母

レ
1
ボ
1
ノレ

哺”∵撃
ノ￥

　ド
　ミ

　ン
　ト

　ン

青
少
年
ホ
i
ム

ノ￥

レ
1
ボ
1
ノレ

主
目
少
年
ホ
1
ム

卓
球

ノ母

レ
1
ボ
i
ノレ

ソ
フ
ト
ー
フー
ニ
ス

　PM5＝30

ア

ノ粛

ド
ミ

ノく

ド
ミ

　ノぐ

　ス
ボケ

ノぐ

ド
ミ

一
ア
ニ

総
　
　
含
　
　
体

り
1
　
　 7：30
ナ
（
2
階
）
　
　
9 ：30

　ン
　ト

　ン

　ノく

　ス
ボケ
iツ

ルト

ソ
フ
　
ト
ー
ア
ニ
ス

　ン
　ト

　ン

”：”

ア
ニ
ス

圭
　
目
少
年
　
ホ
　
1
　
ム

1ツ

ルト

体
云
目
課

ン
　
ト
ン
ー
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o
ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑰

ryhi8

灘
灘
睡
の
鐵
蒙

　l

伊
達
か
ら
県
道
を
五
百
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
東
に
入
っ
た
右
手
、
入
間
川
の

ほ
と
り
に
河
原
田
の
ム
ラ
が
あ
り
ま

し
た
。今

か
ら
お
よ
そ
千
年
前
、
平
安
時

代
の
中
ご
ろ
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
ム
ラ
の
人
々
は
、
入
間
川
の
洪

水
で
家
を
流
さ
れ
、
ム
ラ
を
捨
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
じ
所
に
ま
た
人
々
が
住
み
始
め

た
の
は
、
そ
れ
か
ら
五
百
年
も
た
っ

た
、
室
町
時
代
も
半
ば
過
ぎ
の
こ
と

で
し
た
。

河
原
田
の
ム
ラ
跡
が
、
再
び
太
陽

の
光
を
浴
び
た
の
は
、
昭
和
六
十
三

年
、
ほ
場
整
備
に
よ
る
発
堀
調
査
の

と
き
で
し
た
。

調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
の
堅
穴

式
住
居
の
跡
が
二
軒
、
室
町
時
代
の

堀
立
式
住
居
が
十
一
軒
発
見
さ
れ
ま

し
た
。室

町
時
代
の
建
物
跡
で
最
大
の
も

　
　
は
り
　
　
　
　
　
ひ
さ
し

の
は
、
梁
間
二
間
（
廟
ま
で
含
め
る

　
　
　
　
け
た
ゆ
き

と
三
間
五
尺
）
、
桁
行
五
間
も
あ
り
、

柱
の
穴
が
大
き
く
て
し
っ
か
り
し
た
、

立
派
な
建
物
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
じ

　
ま
た
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
青
滋

は
く
じ
　
　
　
か
い
げ
ん
つ
う
ほ
う

や
白
滋
、
開
元
通
宝
な
ど
の
輸
入
銭

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

建
物
跡
や
遺
跡
か
ら
考
え
る
と
、

普
通
の
農
民
の
住
居
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
武
士
の
住
居
と
考
え
る

と
、
こ
の
遺
跡
の
北
に
あ
っ
た
、
伊

達
八
幡
館
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
伊
達
の
集
落
は
、
こ
こ
に

住
ん
で
い
た
人
た
ち
が
移
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
大
地
の

中
に
は
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
謎
が
埋

も
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

麟、．、、、・　．贈．嚢譲覇睡灘
　　　ドドし　　　　　な　　　　　　 　　

　　　　ロ　　　　　　　　鐘畿　懸羅鰯鍛．・灘

　　　河原田遺跡の建物跡

蝦
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嚢

撚糊勲卦講縣舗

蓬
蕪
　
軽
欝
縫
　
　

攣
　
鞭
蟹
難
無
懸
鐸
臨
槻
蟹
㎜
羅
瑳
鷲
糧
　
　
鍵
㎜
響
㎜
灘
罷
鐵
き
き
、
．

㊥、

鰍
　
　
霧

翻
蕪
∞
∞

簾

　　　ツクバネソウ
繍

一　　当間山の林の中で紫黒色の

　球状の実をつけたツクバネソ

　ウを見つけました。春に見ら

　れた小さなかわいらしい花は、

　見ているだけで心なごむ感じ

こならないものかとアイデアをめ

》

簾

藁
慧
霧
馨
嚢
　
雛
嚢
馨
轟
嚢
難
嚢
藝
馨

　　　　　　紙　　　　　蓑　　　麟　鶏響

1　　花（春）　　　　　実（秋）　　　見ているだけで心なごむ感じ
莚

　がします。実は何かの遊びの道具にならないものかとアイデアをめ

　ぐらしてみたくなる形です。

　　ツクバネソウは山地の林下にはえる多年草です。草丈は15～40cm

　で、茎の上の方に4枚の葉を輪のように付けます。その先に長い柄

　を出して淡黄緑色の花を1個付けます。名前は、葉・花・果実のつ
　　　　　つくばねF

き
方 が「衝羽根」状であることに由来します。

　　　　一．翻，錘一雛蔭1・，．．　顛　甲　．』購　甲一鱗　1　踊．　、　　　』F．．甲　　㎜　　脳　　〆　　’　・

　健康で豊かな福祉社会の実現は、

市民共通の願いです。特に人口の高

齢化（5人に1人が高齢者：今年4
月1日現在）が急速に進む中で、健

康の保持・増進や高齢者が安心して

生活できる社会を作ることが求めら

れています。また、社会的に援護を

必要とする人たちへのきめ細かな温

かい配慮も必要です。そこで市では、

「日本一の健康都市づくり」という

テーマを掲げ、保健・福祉の両面か

ら様々な施策を展開しています．

　表紙の写真は、三好園のゲートボ

ール場で楽しそうにゲートボールを

しているお年寄りたちを撮影したも

のです。高齢者や障害者の笑顔は、

明るいふれあいのまちづくりの証し

です。

市の動き
（籍周来臼現在）

，564人（前月銘辛3奢）

，435人（ノソ　網0）

，脅29太（刀　糸2の

（繭潮銘十5），8醐

鯛
菊
麗
麗
雀

“

　
口
男
女
数

　
　
　
　
　
帯

　
人
　
　
世

　
ロ
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
編
集
後
記

　
　
♂

10

月
末
か
ら
1
1
月
初
め
に
か
け
て
市
内

各
所
で
多
彩
に
文
化
祭
が
催
さ
れ
、
私
も

そ
の
一
つ
、
東
下
組
小
学
校
に
お
じ
ゃ
ま

し
ま
し
た
。
「
英
語
教
室
」
で
伺
う
よ
う
に

な
っ
て
3
年
。
東
下
組
小
で
は
、
毎
年
文

化
祭
で
英
語
の
歌
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。
全
校
児
童
2
7
人
、
劇
に
合
唱
に
大

忙
し
。
そ
の
上
英
語
も
あ
る
の
で
す
か
ら

大
変
で
す
。
最
後
の
練
習
で
も
、
何
度
も

発
音
を
や
り
直
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
文
化
祭
当
日
。
，
み
ん
な
の
ほ

ど
よ
い
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
う

ま
く
で
き
る
か
な
…
。
私
の
小
さ
な
不
安

を
よ
そ
に
、
歌
は
す
ば
ら
し
い
で
き
ば
え

で
し
た
。

こ
の
日
、
子
供
た
ち
の
無
限
な
可
能
性

に
感
動
し
つ
つ
帰
宅
し
た
私
の
耳
に
、
い

つ
ま
で
も
み
ん
な
の
歌
声
が
こ
だ
ま
し
て

い
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
一
日

で
し
た
．
　
　
　
　
　
　
⑩
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